
 Minimal Intervention が提唱され，最近は口腔内細菌叢の改善やう窩の形成されていない初期う蝕に対して再石灰化療法

を試みるなど，発症や進行の抑制を含めた患者・患歯管理型治療が積極的に行われており，高齢者の残存歯数は増加傾向に

ある．しかし，高齢者では歯肉退縮に伴う歯根象牙質の露出が多数みられ，根面う蝕が増加傾向にあり，その治療法として，

フッ素徐放性や歯質接着性に優れたグラスアイオノマーセメント修復が推奨されている． 

 近年，フッ素以外の各種イオン放出性をもたせた従来型グラスアイオノマーセメントが開発され，そのバイオアクティブ

作用が注目されているが，その窩壁適合性・辺縁封鎖性についての報告はない．本研究は、フッ素徐放性の従来型とイオン

放出性の新規従来型グラスアイオノマーセメントの窩壁適合性・辺縁封鎖性について比較・検討することで，根面齲蝕に対

する修復処置としての有効性を判断することを目的とする．本研究により，フッ素以外の各種イオン放出性従来型グラスア

イオノマーセメントを用いたグラスアイオノマーセメント修復の有効性が明らかになれば，根面齲蝕に対するより適切な治

療法の確立が期待される． 
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